
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
地域安全ニュース第１号 

令和２年２月 26 日発行 

埼玉県警察本部生活安全総務課 

埼玉県県民生活部防犯･交通安全課 

 令和元年中の刑法犯認知件数は、55,497件(前年比4,504件減少)であり、認知件数のピークで

あった平成16年と比べると69.4％、平成30年と比べて7.5％減少しました。 

 平成30年と比べてほとんどの罪種が減少しましたが、ひったくりは約25％、強制わいせつは約

13％増加しました。 

－69.4％ 

 -7.5% 

 令和元年中における声掛け事案の認知件数は、3,312件（前年比32件増加）でした。 
 発生時の状況を調べると、 
   ・15時～17時に発生が集中し、約51％を占める 
   ・道路上における発生が、約75％を占める 
   ・子供達が単独行動時における発生が、約64％を占める 
という傾向がありました。 
 子供達を犯罪から守るため、協定で配布されている防犯ステッカーを車両に貼付していただ
き、上記時間帯のパトロール等にご協力下さい。 
 また、県警では犯罪や不審者の目撃情報について 
   ・ 埼玉県警察メールマガジン「犯罪情報官ＮＥＷＳ」 
   ・ Ｙａｈｏｏ！防災速報 
   ・ Ｔｗｉｔｔｅｒ「犯罪情報官」 
   ・ ＦａｃｅＢｏｏｋ「犯罪情報官」 
により発信しておりますので、防犯活動の時間や場所の選定等にご活用下さい。  

 

メールマガジン 
「犯罪情報官NEWS」 

の登録はこちら 
（空メールを送信） 


